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  松本眞前教育長と「話そう、聞いてみよう 今の学校、これか 

 らの学校」をテーマに懇談会を行いました。 

 管理職の方も参加される中、今学校で困っていることが参加者 

から話されました。 

 ・校舎の壁から雨漏りし、子どもの教科書などが濡れた。 

 ・南北の校舎に渡り廊下が１階にしかなく、降りて登っての 

  繰り返しで、内線がないので緊急の連絡もままならない。 

 ・窓のサッシが歪んで開かない。換気ができず「開けるな」の張り紙をしている。 

 ・１つしかない洋式トイレに子どもが行列。 

 ・保健室登校の子が増えている。対応する部屋がない、１人で対応しきれない。 

                ・子どものことで悩んでいるお母さんが、すぐに相談で 

                 きる場所や方法を知らせてほしい。 

                これらに対し、松本さんは「日々の修繕費を積み増しし、 

校長裁量の学校予算を増やすことで対応できることが増 

える」など、国でできないことでも市でならできること 

                 などを示しました。これからも意見交換をしていくこと 

                 で、懇談を終えました。 

 

文科省 産休代替教員、 

４月配置に支援開始  
 文科省は公立小・中学校の産休や育休の 

代替教員を 4 月当初から配置できるように 

加配の運用を見直す。 

年度途中に学級担任が正規教員から代替 

教員に切り替わることがないように、産育 

休に入る前から配置できるようにする。 

 5 月 1 日から 7 月 31 日までに産休と 

育休の取得予定者がいる学校が対象だが、 

主に産休代替での運用を想定している。 

来年度から始め、実施期間は教員不足の改 

善状況を踏まえながら検討する。産育休取 

得者の代替に入るまでは少人数指導や生徒 

指導、特別支援教育の加配教員として運用 

する。 

 同省の調査では昨年 5 月 1 日時点の産休 

代替教員は小学校で 3197 人、中学校では 

1041 人だった。 （11/2 教育新聞 NEWS より抜粋） 

 

 

【行き方】駐車場多数あり。 

無料送迎バス阪急逆瀬川、JR宝塚  

久しぶり
の交流会 
楽しみ♡ 

兵庫で始まった「先
読み加配」が全国へ
広がります！ 


